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有事の際にあなたの力が地域を 救う

応急仮設木造住宅 登録組合員
【 登録条件】 7 0 歳以下の大工組合員

　 　 　 　 　 　 経験年数３ 年以上

　 　 　 　 　 　 　 　 ※登録申請、 問い合わせは所属支部まで。

　
10
月
に
入

り
、
い
よ
い

よ
本
格
的
な

食
欲
の
秋
が

や
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の

時
期
は
新
米

を
は
じ
め
、

さ
つ
ま
い
も
や
栗
、
脂

が
の
っ
た
秋
刀
魚
な
ど
、

実
り
豊
か
な
旬
の
食
材

が
店
頭
を
賑
わ
せ
、
私

た
ち
の
食
欲
を
自
然
と

そ
そ
り
ま
す
。
空
腹
の

理
由
の
一
つ
に
、
冬
に

向
け
て
体
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
蓄
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
か
。
涼
し

く
心
地
良
い
秋
の
気
候

は
夏
の
疲
れ
を
癒
し
ま

す
が
、
昨
年
「
二
季
」

な
る
流
行
語
が
生
ま
れ

る
ほ
ど
近
年
は
温
暖
化

か
ら
か
春
と
秋
の
時
期

が
短
い
よ
う
で
す
。
五

感
で
季
節
の
恵
み
を
味

わ
い
、
心
も
体
も
満
た

さ
れ
る
特
別
な
食
卓
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震

を
は
じ
め
各
地
で
集
中

豪
雨
が
日
常
的
に
発
生

し
て
地
域
の
方
々
に
被

害
が
及
ん
で
い
る
事
態

に
心
が
痛
み
ま
す
。
当

た
り
前
の
生
活
が
無
く

な
る
瞬
間
。
そ
の
時
当

た
り
前
に
あ
っ
た
も
の

の
大
切
さ
に
改
め
て
気

付
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
大
変
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
方
が
一
日

も
早
く
、
季
節
の
移
ろ

い
を
感
じ
る
余
裕
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
（
え
い
ち
ゃ
ん
）
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【
技
術
対
策
部
】
組
合
が
運
営
す
る
職
業
訓
練
校

（
木
造
建
築
科
）
で
は
令
和
９
年
４
月
か
ら
の
新

入
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
建
設
産
業
で
働
く
若

い
仲
間
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
木
造
住
宅
の
建
築
技

術
を
基
礎
か
ら
学
び
、
一
流
の
技
能
者
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

https://w w w .okayam akenro.or.jp/

訓
練
校
で
技
術
学
ぼ
う

派
遣
事
業
主
に
も
助
成
制
度
有

奉仕活動取り 組み進む

仲間の技術を還元・ PR

　
建
設
業
界
に
お
い
て
も
、

将
来
の
業
務
範
囲
の
拡
大

や
賃
金
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
資
格
保
有
が

左
右
し
ま
す
。
訓
練
校
で

は
技
術
を
身
に
つ
け
知
識

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

２
年
間
の
訓
練
を
修
了
す

る
と
資
格
取
得
へ
近
道
と

な
る
特
典
が
得
ら
れ
ま
す
。

訓
練
生
に
は
テ
キ
ス
ト
や

実
習
材
料
、
昼
食
お
よ
び

交
通
費
（
事
業
主
を
一
人

親
方
は
除
く
）
が
支
給
し

ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
に

は
全
国
の
訓
練
生
た
ち
と

と
も
に
伝
統
的
木
造
建
築

物
な
ど
を
実
際
に
見
学
に

行
く
１
泊
２
日
の
交
流
集

会
も
あ
り
ま
す
。

　
実
際
の
訓
練
の
様
子

（
授
業
）
を
見
学
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
の
で
、
訓

練
校
に
興
味
の
あ
る
方
は

一
度
見
学
に
来
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
訓
練
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
訓
練
日
時
】

　
毎
週
土
曜
日
と
毎
月
第

３
水
曜
日
（
原
則
）
の
９

時
か
ら
17
時

【
訓
練
期
間
】

　
２
年
間

【
訓
練
場
所
】

　
倉
敷
校
（
倉
敷
支
部
内
）

【
授
業
料
】

　
１
カ
月
５
，
０
０
０
円

（
組
合
員
）

【
修
了
生
の
特
典
】

〈
２
級
技
能
士
〉

　
・
受
検
資
格
が
付
与

　
・
学
科
試
験
が
免
除

〈
二
級
建
築
士
〉

　
・
受
験
資
格
が
付
与

雇
用
事
業
主
の
方
へ

　
新
規
入
職
者
や
経
験
の

浅
い
技
能
労
働
者
を
雇
用

し
た
事
業
主
の
方
は
、
若

年
技
能
者
の
育
成
と
定
着

率
に
悩
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
全
建
総
連
の
調
査
で
は
、

職
業
訓
練
修
了
者
の
定
着

率
は
80
％
を
超
え
て
い
る

と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
生
を
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た

雇
用
主
に
対
し

て
は
、
出
席
日

数
１
日
に
つ
き

１
，
５
０
０
円

を
支
給
す
る
助

成
制
度
も
あ
り

ま
す
。
訓
練
校

で
身
に
つ
け
た

技
術
と
経
験
は

本
人
だ
け
で
な

く
事
業
所
に
と

っ
て
も
大
き
な

武
器
に
な
る
の

で
、
ぜ
ひ
訓
練
校
へ
派
遣

お
よ
び
見
学
を
勧
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。
本
校
に
関

す
る
詳
細
、
見
学
に
つ
い

て
は
所
属
支
部
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

倉
敷
校
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
設

　
こ
の
度
、
入
校
を
検
討

し
て
い
る
方
に
訓
練
の
内

容
を
よ
り
詳
し
く
紹
介
し
、

訓
練
校
の
魅
力
を
伝
え
て

い
く
た
め
、
倉
敷
校
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
登

録
（
フ
ォ
ロ
ー
）
し
、
入

校
希
望
者
に
対
し
て
訓
練

内
容
の
説
明
等
に
活
用
す

る
と
と
も
に
拡
散
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
例
年
、
新
入
生
の

多
く
が
組
合
外
か
ら
で
、

組
合
員
で
あ
る
仲
間
か
ら

の
入
校
希
望
が
少
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
現

場
等
で
若
い
大
工
職
人
を

見
か
け
た
ら
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
組
合
Ｈ
Ｐ
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
訓
練
校

を
紹
介
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
【
住
宅
対
策
部
】
組
合
員

の
持
つ
技
術
を
活
用
し
て

地
域
の
公
共
施
設
や
住
宅

の
修
繕
等
を
行
い
、
組
合

の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
労
力

奉
仕
活
動
は
今
年
度
も
県

下
各
支
部
に
て
順
次
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
対

策
か
ら
、
か
つ
て
の
８
月

に
全
支
部
一
斉
に
行
う
県

下
統
一
形
式
で
は
な
く
支

部
そ
れ
ぞ
れ
で
実
施
日
を

設
定
す
る
形
式
に
変
更
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
に
は
数
日
に
分
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
な
ど
、
実
情
に
合
わ

せ
た
動
き
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は

取
り
組
み
が
終
わ
っ
た
年

度
明
け
に
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
【
國
本
住
宅
対
策
部
長
】

各
支
部
及
び
組
合
員
の
皆

さ
ん
に
は
奉
仕
活
動
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
奉
仕
活
動
は
長
年
続
く

歴
史
あ
る
運
動
の
ひ
と
つ

で
す
。
た
だ
し
、
皆
さ
ん

の
安
全
が
最
優
先
で
す
。

ケ
ガ
に
気
を
つ
け
、
支
部

の
実
情
や
気
候
等
に
応
じ

て
無
理
の
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

職業訓練校

倉敷校

イ ン スタ グラ ム

登録随時

募集中

生徒募集

ただいま

秋の組織拡大月間中
８ 月末の組織人員

1 0 ,9 1 5 人
（ 前月比2 3 人増）
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策
部
長
、
小
西
青
協
議
長

が
参
加
し
、
33
県
連
・
組

合
か
ら
計
１
６
１
人
が
列

席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
川
副
委

員
長
（
広
島
建
労
）
の
開

式
の
辞
に
続
き
、
原
爆
犠

牲
者
へ
の
黙
と
う
と
献
花

を
行
い
ま
し
た
。
鈴
木
委

員
長
（
全
建
総
連
）
、
髙
野

委
員
長
（
広
島
建
労
）
か

ら
慰
霊
の
言
葉
と
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
捧
げ
ら

れ
、
各
県
連
・
組

合
や
各
地
域
の
代

表
者
か
ら
献
水
や

折
鶴
の
献
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
橋
本
副

委
員
長
（
広
島
建

労
）
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
、
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
を
悼

み
、
平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
た
式
典

を
終
え
ま
し
た
。

原
爆
犠
牲
者
を
追
悼

広
島
慰
霊
祭
へ
１
６
１
人
が
列
席

　
【
労
働
対
策
部
】
令
和
８

年
10
月
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
に

関
す
る
ル
ー
ル
が
変
更
さ

れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
は

３
つ
で
す
。
①
労
働
条
件

の
明
示
事
項
追
加
②
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
改
正
③
雇
用
管

理
の
改
善
等
に
関
す
る
措

置
の
内
容
変
更
で
す
。

　
正
社
員
と
の
待
遇
差
の

解
消
を
目
指
す
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
が
順
次
施

行
さ
れ
、
待
遇
改
善
も
進

み
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
課
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、

公
正
な
待
遇
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
改
正
の
背
景
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
①
労
働
条
件
明
示
事
項

の
追
加
は
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
者
を

雇
用
時
（
労
働
契
約
の
更

新
も
含
む
）
の
「
昇
給
の

有
無
」
「
退
職
手
当
の
有

無
」
「
賞
与
の
有
無
」
「
相

談
窓
口
」
の
明
示
義
務
に

加
え
、
新
た
に
「
待
遇
の

相
違
の
内
容
・
理
由
な
ど

に
関
し
て
説
明
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
」
旨
の
明

示
が
追
加
さ
れ
、
違
反
す

る
と
10
万
円
以
下
の
過
料

の
対
象
で
す
。
10
月
以
降

に
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
の

際
は
労
働
条
件
通
知
書
に

新
た
な
明
示
事
項
を
追
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
不
合
理
な
待
遇
差
の

具
体
例
等
を
示
し
た
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
家
族
手
当
や

住
宅
手
当
等
に
つ
い
て
の

事
例
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
③
雇
用
管
理
上
の
措
置

内
容
の
変
更
と
は
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

者
に
対
し
、
正
社
員
と
の

待
遇
の
相
違
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
際
「
資
料
を
活

用
し
口
頭
に
よ
り
説
明
す

る
方
法
」
か
「
説
明
す
べ

き
事
項
を
す
べ
て
記
載
し

た
わ
か
り
や
す
い
内
容
の

資
料
を
交
付
す
る
等
の
方

法
」
の
い
ず
れ
か
に
よ
る

説
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
雇
用
区
分
ご
と
に
待
遇

を
点
検
し
根
拠
を
示
し
て

回
答
で
き
る
手
順
を
整
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
８
月
５
日
、
全
建
総
連

と
広
島
建
労
に
よ
り
、
広

島
平
和
記
念
公
園
内
の

「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働

者
・
職
人
之
碑
」
前
で
慰

霊
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
建
労
岡
山
か
ら
は
西
原

委
員
長
、
矢
田
部
組
織
対

　
【
住
宅
対
策
部
】

７
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
で
、
被

災
地
域
へ
の
応
急

仮
設
木
造
住
宅
建

設
に
就
労
が
決
ま

っ
た
登
録
組
合
員

を
対
象
に
、
労
働

者
供
給
事
業
お
よ

び
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
事
業
の

趣
旨
を
正
し
く
理

解
し
て
事
故
や
ト

ラ
ブ
ル
な
く
安
全

1 0 月から ルール変更

パート ・ 有期雇用の待遇改善へ
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建労の輪を広げたい

先輩の背中を見て活動を学ぶ

　
【
青
年
部

　
金
邉

　

嵐
唯
（
23
歳
・
玉
島
）
】

僕
は
今
年
、
青
年
部
の

幹
事
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
こ
と
で
何
を

ど
う
し
て
い
い
の
か
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
状

態
で
す
。

　
７
月
に
初
め
て
の
幹

事
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
組
合
活
動

と
し
て
全
国
の
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
る
た
め
各
地
へ

足
を
運
ん
だ
り
、
球
技
大

会
や
奉
仕
活
動
な
ど
青
年

部
の
発
展
の
た
め
に
日
々

頑
張
っ
て
い
る
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。
幹
事
の
皆
さ

ん
は
本
当
に
す
ご
い
こ
と

を
し
て
い
る
の
だ
と
改
め

て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
僕
も
今
年
か
ら
そ
の
青

年
部
幹
事
の
一
員
で
す
。

活
動
の
指
揮
や
行
事
の
段

取
り
な
ど
、
先
輩
方
の
背

中
を
し
っ
か
り
と
見
て
学

び
、
建
労
の
輪
を
広
げ
る

た
め
の
力
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、
青
年
部

の
幹
事
に
な
っ
た
自
覚
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

安
全
な
仮
設
建
設
へ

送
り
出
し
教
育
講
習
を
実
施

住宅リ フ ォ ームエキスパート

研修会実施案内
【 開 催 日】 新規： 令和８ 年1 1 月2 8 日㈯、

2 9 日㈰

更新： 令和８ 年1 1 月2 9 日㈰

【 研修会場】 建労岡山会館（ 岡山市北区駅元町2 3 -1 2 ）

【 受 講 料】 新規： 2 5 ,1 4 0 円

（ 非組合員は3 0 ,2 4 0 円）

更新： 1 6 ,8 5 0 円

（ 非組合員は2 1 ,9 5 0 円）

【 申込締切】 1 1 月1 3 日㈮※本部必着

　 ※新規研修会は受講者が４ 人以下の場合は開催中止。

　 ※その他詳細は所属支部まで問い合わせてく ださ い。

な
就
労
に
つ
な
げ
る
た
め

の
送
り
出
し
教
育
講
習
を
、

８
月
27
日
に
組
合
本
部
会

館
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
習
に
は
５
支
部
か
ら

７
人
の
登
録
組
合
員
が
集

ま
り
、
主
幹
事
工
務
店
に

従
事
す
る
労
働
者
と
し
て

就
労
す
る
こ
と
や
現
場
で

の
遵
守
事
項
な
ど
を
動
画

や
資
料
を
通
し
て
確
認
し
、

就
労
に
必
要
な
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

カ
ー
ド
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
安
全
帯
の
所
持
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
原
委
員
長

か
ら
も
労
い
と
激
励
の

挨
拶
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
応
急
仮
設
現

場
は
熊
本
県
で
も
住
宅

家
屋
の
被
害
が
大
き
い

宇
城
市
や
八
代
市
で
あ

り
、
建
労
岡
山
含
め
各

地
の
県
連
・
組
合
か
ら

仲
間
が
集
ま
っ
て
早
朝

か
ら
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
応
急
仮
設
建
設

に
従
事
す
る
に
は
組
合

を
通
じ
て
事
前
に
登
録

組
合
員
と
な
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
登
録
に
つ

い
て
は
所
属
支
部
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

改正後の厚生労働省

モ デル『 労働条件通

知 書（ 建 設 労 働 者

用）』 はこ ちら ▼

平和への誓いを 述べる鈴木委員長（ 全建総連）

就
労
予
定
者
を
激
励
す
る
西
原
委
員
長

見る・ 知る・ 楽し む！手の中のCCU S！

一般社団法人 建設業振興基金

建設キャ リ アアッ プシステム事業本部

全建総連（ 全国建設労働組合総連合）

TEL： 0 3（ 3 20 0 ） 6 2 21

アプリ

ダウンロード

Ap p スト ア

G oo g le Play

建キャ リ技 能 者 向 け
スマホアプリ

１ ． 登録情報の確認、資格者証の表示が

オフ ラ イ ンでも でき る！

２ ． 就業履歴を手軽に確認でき る！

３ ．CCU S応援団の特典が検索でき る！

４ ． 建退共も 簡単に確認でき る ！
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一人親方のための退職金

予定運用利回り が1.5％に

中
対
策
発
汗
チ
ェ
ッ
カ
ー

（
10
枚
一
組
）
」
で
す
。

　
今
回
の
掲
載
は
、
６
月

26
日
に
開
か
れ
た
労
働
対

策
部
担
当
者
会
議
で
、
組

合
員
向
け
特
価
商
品
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
が
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。
夏
場
の

現
場
作
業
で
の
塩
分
補
給

や
発
汗
量
の
確
認
な
ど
、

熱
中
症
予
防
に
役
立
つ
用

品
と
し
て
、
必
要
に
応
じ

た
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
塩
熱
飴
Ｖ
は
、
通

常
価
格
２
，
７
５
４
円
に

対
し
組
合
員
向
け
特
価

２
，
０
０
０
円
、
熱
中
対

策
発
汗
チ
ェ
ッ
カ
ー
は
、

通
常
価
格
２
，
０
１
３
円

め
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
木
造
住
宅
建
設

協
会
（
ジ
ュ
タ
ッ
ク
）
で

は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
画
や
役
所
内
で
の
住
宅

相
談
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

さ
ら
に
現
在
は
令
和
９
年

度
の
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

化
に
向
け
、
掲
載
内
容
の

充
実
と
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
建
総
連
リ
フ

ォ
ー
ム
協
会
（
全
リ
協
）

の
会
員
や
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
エ
キ
ス
パ
ー
ト

（
増
改
築
相
談
員
）
研

修
受
講
者
の
募
集
の
ほ

か
、
私
た
ち
の
存
在
を

Ｐ
Ｒ
す
る
奉
仕
活
動
、

そ
し
て
今
回
の
熊
本
地

震
の
よ
う
な
大
規
模
自

然
災
害
へ
の
支
援
体
制

と
し
て
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
に
従
事
で
き

る
大
工
仲
間
の
登
録
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
1 2
月
か
ら
適
用

年
収
の
壁
が
１
７
８
万
円
に

建設業退職金共済

　
【
労
働
対
策
部
】
ミ
ド
リ

安
全
通
販
サ
イ
ト
で
購
入

で
き
る
組
合
員
向
け
特
価

商
品
に
、
熱
中
症
対
策
用

品
２
品
目
が
新
た
に
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
追
加
さ
れ

た
の
は
「
塩
熱
飴
Ｖ
（
フ

ァ
イ
ブ
）
１
㎏
」
と
「
熱

　
私
た
ち
建
設
職
人
な

ら
で
は
の
知
識
と
技
術

を
活
か
し
、
仕
事
確
保

と
地
域
へ
の
貢
献
を
推

し
進
め
る
住
宅
対
策
部

は
、
國
本 

学
さ
ん
（
真

庭
・
大
工
／
写
真
右
）

が
部
長
、
岡
部
智
弘
さ

ん
（
久
米
・
畳
工
／
写

真
左
）
が
副
部
長
を
務

　
【
税
金
対
策
部
】
令
和
8

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

令
和
8
年
分
以
後
の
所
得

税
に
つ
い
て
、
基
礎
控
除

や
給
与
所
得
控
除
の
控
除

額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
基
礎
控
除
に
つ
い

て
は
、
合
計
所
得
金
額
が

２
，
３
５
０
万
円
以
下
の

場
合
、
控
除
額
が
従
来
の

58
万
円
か
ら
62
万
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
令
和
8
・
9
年
分
の
所

得
税
に
つ
い
て
は
、
合
計

所
得
金
額
に
応
じ
て
、
最

大
42
万
円
が
上
乗
せ
さ
れ

る
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
給
与
所
得

控
除
に
つ
い
て
も
最
低
保

障
額
が
従
来
の
65
万
円
か

ら
69
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
令
和

8
・
9
年
分
に
つ
い
て
は

特
例
が
設
け
ら
れ
、
給
与

等
の
収
入
金
額
が
２
２
０

万
円
以
下
の
場
合
、
最
低

保
障
額
が
さ
ら
に
5
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
74
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
基
礎
控
除
と
給

与
所
得
控
除
の
見
直
し
に

よ
り
、
令
和
8
・
9
年
分

に
つ
い
て
は
、所
得
税
が
か

か
り
始
め
る
年
収
の
目
安

で
あ
る
「
年
収
の
壁
」
が

従
来
の
１
６
０
万
円
か
ら

１
７
８
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
引
き
上
げ

ら
れ
る
年
収
の
壁
は
所
得

税
に
つ
い
て
の
基
準
で
す
。

住
民
税
や
社
会
保
険
料
に

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
基
準

が
あ
る
た
め
、
年
収
を
考

え
る
際
に
は
所
得
税
だ
け

で
な
く
、
住
民
税
や
社
会

保
険
料
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

に
対
し
組
合
員
向
け
特
価

１
，
６
０
０
円
で
購
入
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
も
ミ
ド

リ
安
全
通
販
サ
イ
ト
の
特

価
商
品
一
覧
ペ
ー
ジ
か
ら

確
認
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
際
は
ミ
ド
リ

安
全
で
検
索
す
る
か
上
記

の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ロ

グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
を
開
き
、

組
合
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
ロ
グ
イ
ン
後
、

マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
特
価
商

品
一
覧
へ
進
む
こ
と
で
、

対
象
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
追
加
の
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
、
所
属
支
部
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

税 制 改 正

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】
建

設
業
退
職
金
共
済
（
建
退

共
）
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
国
が

設
け
た
、
建
設
業
で
働
く

人
た
ち
の
た
め
の
退
職
金

制
度
で
す
。
一
人
親
方
の

場
合
、
一
般
の
会
社
員
の

よ
う
に
事
業
主
か
ら
退
職

金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
合
で

は
一
人
親
方
を
対
象
と
し

て
建
退
共
を
取
り
扱
っ
て

お
り
、
組
合
が
扱
う
任
意

組
合
を
通
じ
て
建
退
共
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
建
退
共
で
は
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
法
施
行
令

の
改
正
に
伴
い
、
令
和
８

年
10
月
１
日
か
ら
退
職
金

の
予
定
運
用
利
回
り
が
、

従
来
の
１
・
３
％
か
ら
１
・

５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
今
回
の
改
定
に
よ
り
、

令
和
３
年
10
月
１
日
以
降

に
掛
金
納
付
が
あ
り
、
か

つ
退
職
金
請
求
事
由
が
令

和
８
年
10
月
１
日
以
降
と

な
る
場
合
は
、
令
和
３
年

10
月
１
日
以
降
の
掛
金
納

付
分
に
つ
い
て
も
、
１
・
５

％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
受
け
取
れ
る
退
職
金
額

の
目
安
と
し
て
、
令
和
８

年
10
月
１
日
以
降
に
加
入

し
た
場
合
、
組
合
を
通
じ

て
20
年
間
掛
金
を
納
付
す

る
と
約
１
９
７
万
円
、
30

年
間
掛
金
を
納
付
す
る
と

約
３
１
４
万
円
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て

は
所
属
支
部
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

登録建築大工基幹技能者講習 受講者募集
経営事項審査の加点項目、 建設現場での主任技術者要件に該当、 CCU S能力評

価で最上位のレベル４ の位置づけなどのメ リ ッ ト があり ます。

【 開催日時】 令和９ 年１ 月1 7 日㈰～1 8 日㈪

9 ： 3 0 ～1 6 ： 5 5 （ １ 日目の終了は1 6 ： 5 0 ）

【 開催場所】 福建労会館（ 福岡県福岡市南区清水１ 丁目2 2 -９ ）

4 4 ,0 0 0 円(税込)

【 定　 　 員】 ７ 名程度（ 定員になり 次第締め切り ）

【 受講要件】 以下の要件を すべて満たす方

• 建築大工と し て実務経験が1 0 年以上かつ職長経験が３ 年以上

• １ 級建築大工技能士、 建築士等の資格を 保持

【 申込締切】 令和８ 年1 2 月1 6 日㈬

　 ※その他詳細は所属支部まで問い合わせてく ださ い。

本
部

　

　
役
員
紹
介

建労岡山組合員専用ID

ID :c c 0 1 6 7 7 2

（ パスワード は

ID と 同じ です）

ミ ド リ 安全
通販サイ ト

塩熱飴Vなど特価対象に

商品の追加相談は支部まで

ミ ド リ 安全
仲
間
の
仕
事
確
保
に
努
め
ま
す

合計所得
金額

基礎控除額(改正さ れた範囲)

改正後 改正前

令和8 ・ 9 年分 令和1 0 年分以後 令和8 年分 令和9 年分以後

1 3 2 万円以下

1 0 4 万円

9 9 万円 9 5 万円

1 3 2 万円超
3 3 6 万円以下

6 2 万円

8 8 万円

5 8 万円

3 3 6 万円超
4 8 9 万円以下

6 8 万円

4 8 9 万円超
6 5 5 万円以下

6 7 万円 6 3 万円

6 5 5 万円超
2 ,3 5 0 万円以下

6 2 万円 5 8 万円

給与等の
収入金額

給与所得控除額（ 改正さ れた範囲）

改正後
改正前

令和8 ・ 9 年分 令和1 0 年分以後

1 9 0 万円以下

7 4 万円
その収入金額×3 0 ％＋8 万円
(6 9 万円未満と なる 場合は、
6 9 万円)

6 5 万円

1 9 0 万円超
2 2 0 万円以下

その収入金額×
3 0 ％＋８ 万円

出所： 国税庁「 令和８ 年４ 月 源泉所得税の改正のあら まし 」 を基に作成
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り
組
む
う
ち
に
、
次
第

に
熱
中
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
材
料
は
職
場
で
出
る

端
材
を
活
用
し
て
お
り
、

な
る
べ
く
お
金
を
か
け

ず
に
ア
イ
デ
ア
で
勝
負

し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ

台
や
棚
を
は
じ
め
、
椅

子
や
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
ド
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

ホ
ル
ダ
ー
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
家
族
か
ら
の

要
望
に
も
全
て
応
え
て

き
ま
し
た
。
今
ま
で
作

成
し
て
き
た
中
で
一
番

印
象
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
眼
鏡
ス
タ
ン
ド
で

す
。
こ
だ
わ
り
は
玉
ね

ぎ
型
の
台
座
部
分
で
、

円
柱
状
の
木
材
を
ノ
ミ

で
球
状
に
削
り
出
し
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
納

得
の
い
く
形
に
な
る
ま

で
整
え
る
の
に
は
苦
労

し
た
と
語
り
ま
す
。

　
「
大
変
な
時
も
あ
る

が
、
作
る
過
程
で
新
し

い
気
づ
き
や
発
見

も
あ
り
、
学
ん
だ

こ
と
が
仕
事
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
、
完
成
し

た
物
を
見
て
喜
ぶ

家
族
の
顔
を
見
る

と
や
っ
ぱ
り
自
分

も
嬉
し
く
な
る
」

と
、
自
ら
も
嬉
し

そ
う
に
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
さ
ん
の
趣
味
は
日

曜
大
工
で
す
。
も
と
も
と

は
家
族
の
頼
み
で
棚
や
小

物
を
作
り
始
め
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
過
去
に
は
「
第

4
回
建
労
岡
山
写
真
展
」

に
折
り
畳
み
式
の
椅
子
を

応
募
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
頃
は
、
休
日
に

ま
で
仕
事
道
具
を
持
つ
こ

と
に
若
干
の
面
倒
さ
を
感

じ
て
い
た
と
い
う
藤
田
さ

ん
。
し
か
し
せ
っ
か
く
大

工
と
し
て
の
技
術
や
知
識
、

道
具
が
あ
る
の
な
ら
、
あ

と
は
や
る
気
が
あ
れ
ば
き

っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
が

で
き
る
、
ど
う
せ
す
る
な

ら
こ
だ
わ
っ
た
物
を
作
り

た
い
、
と
思
い
直
し
て
取

　
県
下
各
地
に
名
物
饅
頭

は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

玉
島
支
部
か
ら
は
浅
口
市

金
光
町
大
谷
に
あ
る
金
光
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今
月
の
お
も
な
行
事

こ だわり の日曜大工

喜ぶ家族の笑顔が原動力に

小田支部 藤田 信行さ ん（ 大工・ 48歳）

玉島支部

長森 英雄

教
の
門
前
町
で
店
舗
を
構

え
る
小
川
屋
「
ゆ
う
ざ
き

饅
頭
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
金
光
饅
頭
と
ひ
と
く
く

り
に
呼
ば
れ
る

こ
と
が
多
い
で

す
が
、
ゆ
う
ざ

き
饅
頭
の
他
に

も

御

蔭

饅

頭

（
備
中
屋
）
、
み

か
げ
饅
頭
（
金

悦
堂
）
と
三
店

舗
か
ら
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
ゆ

う
ざ
き
饅
頭
の
命
名
由
来

が
面
白
い
の
で
す
。

　
金
光
教
本
部
の
背
後
に

は
小
高
い
丘
が
連
な
っ
て

お
り
、
昔
は
金
光
の
町
ま

で
海
が
入
り
込
ん
で
い
ま

し
た
。
あ
る
日
、
日
唐
貿

易
船
が
台
風
で
大
し
け
に

遭
い
転
覆
し
、
積
み
荷
の

木
綿
が
丘
岬
に
流
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
そ
の
丘
を
木

綿
崎
山
（
ゆ
う
ざ
き
や
ま
）

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
ゆ

う
ざ
き
饅
頭
に
も
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

丸のこ 等取扱い作業従事者教育
受講者募集

【 日　 　 時】 令和８ 年1 0 月５ 日㈪　 令和８ 年1 2 月1 4 日㈪

※どち ら かの日程で受講と なり ます。

【 会　 　 場】 岡山建設会館（ 岡山市北区平和町5 -1 0 ）

【 受講資格】 丸のこ 等を 使用する 組合員

（ 組合員外でも 事業主が組合員の場合は申し 込み可）

【 受 講 料】 9 ,4 7 1 円（ テキスト 代含む）

【 定　 　 員】 3 0 人（ 定員になり 次第締め切り ）

【 締　 　 切】  受付は開催日の約２ カ 月前から 開始さ れ、定員に

達し 次第締切と なり ます。

※建災防へ直接申し 込む場合は受講日の５ 営業日前が締切。

【 申 込 先】 建設業労働災害防止協会

　 ※イ ン ボイ スが必要な場合は、 組合を 通さ ずに直接建設業

労働災害防止協会へ申し 込みをお願いし ます。

　 ※詳細は所属支部へ問い合わせてく ださ い。

第2 6 回建労岡山親睦
ゴルフ コ ンペ開催のお知ら せ

【 開催日時】 令和８ 年1 1 月1 2 日㈭　

OU T： ９ 時3 6 分スタ ート

Ｉ Ｎ ： ９ 時2 8 分スタ ート

※スタ ート 時刻変更の可能性あり

【 開催場所】 岡山ゴルフ 倶楽部帯江コ ース

（ 倉敷市中庄2 7 6 9 -2 ）

TEL： 0 8 6 -4 6 2 -2 3 8 3

【 参 加 費】 3 ,0 0 0 円

【 プレ ー料金】 セルフ ： 8 ,3 0 0 円

（ 1 ,0 0 0 円食事代補助）

【 申込締切】 令和8 年1 0 月1 6 日㈮　 必着

　 ※その他詳細は所属支部まで問い合わせてく

ださ い。

〈
県

　
内
〉

１
日

　
四
役
会
議

２
日

　 

教
宣
担
当
役
員
及
び

実
務
者
合
同
研
修
会

４
日

　 

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

家
族
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
た

８
日

　
執
行
委
員
会

〈
県

　
外
〉

15
～
16
日

　 

全
建
総
連
第
67
回
定
期

大
会
（
静
岡
）

昔
な
が
ら
の
変
わ
り
な
い
優
し
い
味

　
地
元
の
卵
を
使
用
し

た
し
っ
と
り
カ
ス
テ
ラ

生
地
に
あ
っ
さ
り
と
し

た
小
豆
の
こ
し
あ
ん
が

自
慢
の
ゆ
う
ざ
き
饅
頭
。

命
名
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

思
い
な
が
ら
み
ん
な
で

召
し
上
が
れ
ば
、
会
話

も
弾
む
こ
と
間
違
い
な

し
。
他
の
饅
頭
と
の
食

べ
比
べ
も
お
す
す
め
で

す
。

日曜健診のご 案内

受診希望者は必ず予約を

日曜健診（ 健診未受診者対象・ 完全予約制）

健診日程 開催場所

1 1 月１ 日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町24 9 -5

1 1 月1 5 日㈰ 津山市勤労者福祉センタ ー 津山市勝部2 0 -7

1 1 月2 2 日㈰ 岡山商工会議所 岡山市北区厚生町3 -1 -1 5

1 1 月2 9 日㈰ 灘崎文化センタ ー 岡山市南区片岡1 8 6

12 月６ 日㈰ 百花プラ ザ 岡山市東区西大寺南1 -2 -3

　 日曜健診を お知ら せし ます（ 完全予約制）。

　 今年度最後の集団健診です。 所属支部よ り 配布さ れる 案内で詳細を確認し 、 申

し 込みを お願いし ます。

　 来場の際は、 健診機関よ り 届いた受診票に記載の受付時間を 厳守く ださ い。 会

場ではマスク の着用や手指の消毒に協力いただき 、 体調不

良時は受診を 控えてく ださ い。

　 日帰り 人間ド ッ ク やレ ディ ース健診、 お近く の医療機関

で受診でき る 特定健診などを 受診希望の方は、 所属支部へ

相談・ 申し 込みを し てく ださ い。

　 健診は、 自分の身体を 知る チャ ン スです。 年に１ 回は必

ず受診し まし ょ う 。

知
れ
ば
よ
り
美
味
し
い

ゆ
う
ざ
き
饅
頭
の
命
名
由
来

菓子司 小川屋菓子司 小川屋
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旧玉島街道
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山陽本線
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大谷西交差点大谷西交差点

金光駅
金光駅 里見川


